
34億 12億
財政調整基金

令和8年3月現在の「第3次財政計画」進捗状況
後期計画は単年度収支を黒字にするべきである。

財調は常に60億円を担保して欲しい。
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市道除排雪委託料過年度決算額

金

額
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年 度
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普通建設事業

財政調整基金

28

R7

「大型建設工事」

クリーンセンター
うみがたり
有田小学校
新幹線駅周辺
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合併後15年で地方交付税が一本算定
になり令和2年以降財源は厳しい

上越市財政調整基金と普通建設事業の推移



実質公債比率（借金返済比率）：令和6年10.5% まだ安全
18％以上：起債許可制（県知事等の許可がいる）
25％以上：早期健全化（財政健全計画を県に提出）
35％以上：財政再生（国の管理下で再建を行う必要）

上越市債残高：1,018億円（このうち70％くらいは後に国から入ってくる）

「起債（借金の種類）と主な交付税措置率」
①合併特例債 （国70％ 市30％）
②過疎対策事業債 （国70％ 市30％）
③緊急防災・減災事業債 （国70％ 市30％）
④公共施設等適正管理事業債 （国50% 市50％）
⑤一般単独事業債 （国0％ 市100％）
＊企業債：933億円（下水道810億・水道96億・ガス15億・病院12億 ）
グラフの中には含まれてない。

「大型建設工事」

クリーンセンター
うみがたり
有田小学校
新幹線駅周辺
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2025年 179,115

2055年128,000

上越医療圏構想⇒再編後の施設規模
医師・看護師の確保

人件費・設備更新・物価高騰

第一に地域医療を守る

5万人減⇒医療需要減少

将来責任と持続可能性ある上越市へ
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